
の児童が、昔の人々の暮らしを体験することを目的に、

土器の分類体験 石器の試し切り体験 火起こし体験 を行いました。

黒曜石製の石器で紙や野菜を切る体験をしました。

舞錐（まいぎり）法という方法で、火起こし体験をしました。
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＜児童の感想＞

＜児童の感想＞

＜児童の感想＞

＜先生方の感想＞

縄文土器、弥生土器、須恵器の３種類の土器片を完
形土器と見比べて分類する体験をしました。

土器の分類は難しかったけれど、触るうちに違いが分か
り楽しかったです。縄文や弥生時代にタイムスリップした
ような、貴重な体験ができて嬉しかったです。特に弥生
土器と須恵器の区別が難しかったので、今度は色々な
形のものをたくさん見てみたいです。

初めて触った黒曜石はとても鋭く、きゅうりや新聞紙が
スパッと簡単に切れて驚きました。昔の人がこれを器用
に扱っていたことや、長野県が主な産地であることも学
べて面白かったです。本物の石器を見られて記憶に残る
貴重な体験になりました。

火起こしは想像以上に力が必要で腕が疲れ大変でした
が、手伝ってもらい煙が出た時は楽しかったです。昔の
人が毎日これを行っていた凄さやライターの有り難みが
分かり、貴重な体験になりました。

子どもたちが目を輝かせ、原始・古代の体験に没頭する姿が印象的でした。土器の質
感に悩み、黒曜石の切れ味に驚き、火起こしの苦労から先人の知恵や現代の便利さ
を肌で感じてくれたようです。五感を通したこの貴重な気付きを、今後の学びに生か
してほしいです。
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